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特
集
・
身
近
な
ま
ち
づ
く
り
①

よ
こ
は
ま
2
1
世
紀
プ
ラ
ン
と
身
近
な
ま
ち
づ
く
り

①
よ
こ
は
ま
Ｃ
Ｍ
世
紀
プ
ラ
ン
と
地
域
施
策

石
阪
丈
一

一
－
地
域
重
視
の
総
合
計
画

　
一
九
八
九
年
十
一
月
に
策
定
・
発
表
さ
れ
た
「
よ
こ

は
ま
2
1
世
紀
プ
ラ
ン
」
（
以
下
「
2
1
プ
ラ
ン
」
と
略
す
）

に
は
、
い
く
つ
か
の
特
色
が
あ
る
が
、
そ
の
ひ
と
つ
に

「
地
域
施
設
あ
る
い
は
地
域
施
策
の
重
視
」
が
あ
げ
ら

れ
る
。

　
2
1
プ
ラ
ン
の
事
業
計
画
は
五
つ
の
施
策
分
野
に
分
か

れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
地
域
施
設
や
施
策
に
つ
い
て

は
、
第
３
章
「
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
住
み
よ
い
街
」
を
中

①
よ
こ
は
ま
2
1
世
紀
プ
ラ
ン
と
地
域
施
策

②
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
地
域
福
祉
の
展
開

③
こ
ど
も
ロ
グ
ハ
ウ
ス

④
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
概
要

一
－
地
域
重
視
の
総
合
計
画

二
｜
｜
市
民
利
用
施
設
の
体
系
的
整
備

三
－
「
地
域
施
設
」
の
整
備
と
利
用
圏

四
－
「
地
域
」
の
概
念
の
も
う
ひ
と
つ
の
意
味

五
－
「
地
域
施
設
」
は
局
際
施
設

　
地
域
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に
は
、
支
所
や
出

張
所
を
置
く
と
い
う
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
通
常
、
人

口
二
十
よ
二
十
万
人
の
「
市
」
や
、
東
京
の
特
別
区
は
、

三
～
五
万
人
に
Ｉ
カ
所
程
度
の
支
所
、
出
張
所
な
ど
を

置
い
て
い
る
。
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
横
浜
の
場
合
、

地
域
対
応
の
事
務
所
は
少
な
い
。

　
　
「
行
政
区
」
か
ら
「
特
別
区
」
へ
と
の
考
え
も
あ
ろ

う
が
、
こ
れ
も
ま
た
多
く
の
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
ま

た
、
人
口
三
～
五
万
人
に
一
カ
所
と
す
れ
ば
、
横
浜
の

場
合
、
五
十
～
百
ヵ
所
の
支
所
、
出
張
所
を
つ
く
る
こ

２
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心
に
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
計
画
全
体
を
通
し

て
、
「
住
民
に
身
近
な
エ
リ
ア
と
し
て
の
地
域
」
を
重

視
し
た
計
画
に
な
っ
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
「
生
活
の
質
の
重
視
、
多
様
な
ラ
イ
フ

ス
タ
子
ル
の
展
開
、
余
暇
活
動
の
増
大
の
中
で
市
民
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
・
高
度
化
に
対
応
し
た
施
策
展
開
を
図
る

と
と
も
に
、
定
住
化
、
高
齢
化
の
進
行
に
と
も
な
う
地

域
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
背
景
に
地
域
重
視
の
施
策
を

す
す
め
る
」
こ
と
が
第
一
の
特
色
に
な
っ
て
い
る
二

九
八
九
年
十
一
月
記
者
発
表
）
。
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と
に
な
り
、
一
挙
に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
「
定
住
化
」
「
高
齢
化
」
「
地
域
へ
の
関
心
の
た
か
ま

り
」
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
、
地
域
の
独
自
性
や
、
自
主

的
活
動
な
ど
の
要
素
が
重
視
さ
れ
て
く
る
。
こ
う
し
た

方
向
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
。

　
特
別
区
の
是
非
や
出
張
所
の
設
置
の
問
題
は
ひ
と
ま

ず
置
く
と
し
て
、
そ
れ
で
は
「
行
政
区
」
と
い
う
枠
の

な
か
で
は
何
か
で
き
る
の
か
。
そ
れ
に
は
、
こ
れ
ま
で

の
区
役
所
機
能
の
拡
大
の
方
向
を
さ
ら
に
す
す
め
て
い

く
と
同
時
に
、
各
局
の
事
業
や
施
策
に
つ
い
て
も
、
区

域
や
も
っ
と
き
め
細
か
い
地
域
あ
る
い
は
地
区
レ
ベ
ル

で
の
施
策
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
さ
き
ほ
ど
、
地
域
重
視
を
2
1
プ
ラ
ン
の
第
一
の
特
色

と
述
べ
た
が
、
大
都
市
に
お
け
る
地
域
的
施
策
の
お
り

方
が
第
一
の
問
題
意
識
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
。

　
そ
こ
で
、
「
地
域
重
視
」
の
具
体
的
内
容
を
新
規
施

策
を
中
心
に
上
げ
て
み
る
と
、
（
ア
）
地
域
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
確
立
…
…
区
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
、
在
宅
支
援

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
（
イ
）
生
涯
学
習
社
会
の
形
成
・

：
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー

ル
、
郷
土
資
料
館
、
（
ウ
）
地
域
活
動
の
振
興
…
…
地

区
セ
ン
タ
ー
の
増
設
整
備
、
（
エ
）
そ
の
他
…
…
こ
ど

も
ロ
グ
ハ
ウ
ス
、
青
少
年
文
化
活
動
セ
ン
タ
ー
、
区
別

防
災
計
画
、
地
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
が
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
地
域
の
立
場
か
ら
総
合

的
に
進
め
る
た
め
区
役
所
の
機
能
強
化
を
図
る
こ
と
と

わ
ゆ
る
「
一
区
一
館
施
設
」
や
「
地
区
セ
ン
タ
ー
」
な

ど
の
地
域
施
設
の
整
備
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
た
が
、

今
回
は
、
地
域
施
設
整
備
を
含
む
地
域
の
街
づ
く
り
に

一
層
の
重
点
を
お
く
こ
と
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
地

域
」
を
計
画
づ
く
り
の
ひ
と
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
施
策
内
容
を
充
実
し
、
ま
た
、
新
た
な
施

策
を
計
画
す
る
際
の
基
本
に
据
え
る
と
と
も
に
、
市
民

利
用
施
設
整
備
な
ど
に
つ
い
て
は
、
そ
の
利
用
圏
を
中

心
に
体
系
化
を
図
っ
て
い
る
。

ニ
｜
｜
市
民
利
用
施
設
の
体
系
的
整
備

し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点
を
自
治
体
に
お
け
る
総
合
計
画
づ
く
り
の
考

え
方
、
す
な
わ
ち
「
計
画
論
」
か
ら
見
れ
ば
、
「
地
域

重
視
」
は
地
域
で
の
施
策
の
総
合
化
を
目
指
し
た
も
の

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
2
1
プ
ラ
ン
の
事
業
計
画
の
１

～
５
章
は
そ
れ
ぞ
れ
生
涯
学
習
、
文
化
や
福
祉
な
ど
ソ

フ
ト
事
業
か
ら
ハ
ー
ド
な
街
づ
く
り
ま
で
、
別
々
の
施

策
分
野
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
各
章
・
各
施
策
を

地
域
レ
ベ
ル
と
い
う
視
点
か
ら
横
断
的
に
貫
い
て
総
合

的
な
施
策
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
い
わ
ゆ
る
縦
割
り
の
施
策
を
行
政
区
で
あ
る
「
区
域
」

さ
ら
に
は
そ
れ
よ
り
き
め
細
か
い
、
市
民
の
日
常
的
な

生
活
圏
で
あ
る
「
地
域
」
の
単
位
で
展
開
す
る
。

　
区
域
や
地
域
の
段
階
で
は
、
各
施
策
は
縦
割
り
の
ま

ま
で
は
済
ま
な
い
。
必
然
的
に
総
合
化
、
統
合
化
し
た

地
域
施
策
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ

の
点
を
中
心
に
計
画
づ
く
り
が
す
す
め
ら
れ
た
。

　
十
六
区
の
区
別
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
も
、
計
画
の

最
初
の
段
階
か
ら
各
区
が
自
主
的
な
、
特
色
あ
る
計
画

づ
く
り
を
す
す
め
た
こ
と
も
、
こ
の
、
地
域
で
の
施
策

の
総
合
化
の
具
体
的
現
れ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
う
い
う
計
画
論
が
ど
こ
ま
で
実
際
の
2
1
プ
ラ
ン
に

活
か
さ
れ
て
い
る
か
、
あ
ま
り
確
か
で
は
な
い
が
、
地

域
で
の
施
策
の
総
合
化
は
こ
の
計
画
の
大
き
な
意
義
の

一
つ
だ
と
言
え
よ
う
。

　
前
回
（
一
九
八
一
年
十
二
月
）
の
2
1
プ
ラ
ン
で
も
い

　
今
回
の
2
1
プ
ラ
ン
の
特
色
の
ひ
と
つ
に
、
「
中
域
生

活
圏
」
の
概
念
の
導
入
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
市
域
の
バ

ラ
ン
ス
あ
る
発
展
を
は
か
る
た
め
、
”
鉄
道
・
道
路
等

の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
中
心
に
展
開
さ
れ
る
市
民
の

生
活
圏
に
配
慮
し
た
、
副
都
心
を
中
心
と
す
る
四
つ
の

中
域
生
活
圏
を
想
定
し
、
圏
域
の
活
性
化
と
一
体
化
を

め
ざ
し
た
都
市
づ
く
り
を
す
す
め
る
”
と
い
う
考
え
方

で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
の
促
進
、

再
開
発
等
の
推
進
、
業
務
・
商
業
、
文
化
機
能
の
集
積
、

市
民
利
用
施
設
整
備
な
ど
総
合
的
都
市
づ
く
り
の
た
め

の
概
念
で
あ
る
。
現
在
、
横
浜
の
都
心
に
は
様
々
な
機

能
が
集
中
し
て
い
る
状
況
の
中
で
、
副
都
心
、
地
域
拠

点
で
も
機
能
集
積
を
従
来
以
上
に
積
極
的
に
す
す
め
よ
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う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
中
域
生
活
圏
」
は
市
民
利
用
施
設
の
配
置
計
画
の
た

め
だ
け
の
概
念
で
は
な
い
が
、
今
回
計
画
の
市
民
利
用

施
設
体
系
の
な
か
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
市

民
利
用
施
設
の
体
系
化
に
あ
だ
っ
て
の
基
本
的
な
「
エ

リ
ア
」
の
考
え
方
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
横
浜
市
全
体
を
示
す
「
市
域
」
。
そ
の
市
域
を
東
西

南
北
に
大
ま
か
に
四
つ
に
分
け
て
い
る
の
が
、
中
域
生

活
圏
＝
「
中
域
」
。
そ
し
て
、
現
在
十
六
あ
る
行
政
区

を
示
す
「
区
域
」
。
さ
ら
に
は
、
区
を
い
く
つ
か
に
分

け
る
「
地
域
」
。
こ
れ
ら
の
エ
リ
ア
分
け
、
段
階
ご
と

に
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
生
涯
学
習
、
福
祉
・
保
健
、

医
療
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
他
の
各
政
策
領
域
別

に
施
設
配
置
の
考
え
方
を
組
み
立
て
た
も
の
が
図
で
あ

「
地
域
施
設
」
の
整
備
と
利
用
圏

　
図
で
一
番
右
側
は
「
地
域
」
で
あ
る
。

　
2
1
プ
ラ
ン
で
は
、
中
域
や
区
域
に
対
応
し
て
、
「
地

域
」
＝
日
常
利
用
圏
と
い
う
考
え
方
を
新
し
い
概
念
と

し
て
提
案
し
た
。
図
の
エ
リ
ア
区
分
で
一
番
右
側
に
あ

る
の
が
そ
れ
で
、
日
常
利
用
圏
は
、
地
域
的
施
策
の
単

位
と
し
て
、
地
区
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
文
化
・
教

育
、
福
祉
や
保
健
・
医
療
、
そ
の
他
の
施
策
を
こ
の
広

さ
を
目
安
に
展
開
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

場
合
は
「
地
域
」
は
限
定
し
た
「
日

常
利
用
圏
」
の
広
さ
を
指
す
。

　
こ
の
「
日
常
利
用
圏
」
と
は
「
地

区
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
地
域
の
施
設
を

計
画
的
に
配
置
す
る
う
え
で
の
想
定

エ
リ
ア
」
で
あ
り
、
広
さ
と
し
て
は
、

「
市
民
が
徒
歩
や
自
転
車
、
バ
ス
な

ど
で
、
抵
抗
感
な
く
利
用
で
き
る
距

離
『
概
ね
一
～
一
・
五
』
）
を
め
や

す
に
定
め
ら
れ
る
」
。
地
域
施
設
の

典
型
で
あ
る
地
区
セ
ン
タ
ー
は
「
日

常
利
用
圏
に
整
備
す
る
」
こ
と
に
し

て
い
る
。
地
区
セ
ン
タ
ー
の
計
画
上

の
配
置
数
＝
日
常
利
用
圏
の
数
は
市

内
八
十
ヵ
所
と
な
っ
て
い
る
（
表
参

照
）
。
単
純
に
人
口
で
い
え
ば
四
～

五
万
人
の
居
住
エ
リ
ア
に
な
る
。

　
「
地
域
施
設
」
と
し
て
計
画
さ
れ

て
い
る
の
は
、
地
区
セ
ン
タ
ー
の
外

に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
自

治
会
・
町
内
会
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
、
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
な

ど
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
。
ほ
か
に
、

青
少
年
文
化
活
動
セ
ン
タ
ー
、
児

童
・
近
隣
公
園
、
地
区
公
園
、
こ
ど

も
ロ
グ
ハ
ウ
ス
、
在
宅
支
援
サ
ー
ビ

－
‐
－

主要な市民利用施設体系図

４
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ス
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
地
域
活
動
ホ
ー
ム
。
さ
ら
に
区

図
書
館
、
公
会
堂
、
生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
、
区
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
、
2
1
プ
ラ
ン
第
３
章
で
位
置

づ
け
を
さ
れ
て
い
る
施
設
で
あ
る
。

　
以
上
の
各
施
設
を
、
市
民
利
用
施
設
体
系
図
で
見
る

と
、
一
点
破
線
の
右
側
が
概
ね
「
地
域
施
設
」
に
あ
た

る
。
区
域
を
利
用
圏
と
す
＆
施
設
も
そ
の
多
く
は
地
域

表　区別自治会町内会数などの比較

施
設
と
し
て
扱
っ
て
い
る
が
、
地
域
施
設
か
否
か
の
区

分
は
あ
ま
り
厳
密
な
も
の
で
は
な
い
。

　
地
域
福
祉
・
保
健
活
動
の
拠
点
施
設
で
あ
る
在
宅
支

援
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
地
区
セ
ン
タ
ー

と
同
様
の
利
用
圏
を
想
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
方
は
さ
ら
に
こ
れ
よ
り
狭
い
地

域
で
、
中
学
校
に
一
カ
所
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
数
で

は
地
区
セ
ン
タ
ー
の
二
倍
の
百
六
十
四
で
あ

り
、
利
用
想
定
エ
リ
ア
の
面
積
は
半
分
の
広

さ
に
な
る
。

　
今
見
た
と
お
り
、
「
地
域
施
設
」
と
い
う

と
き
の
地
域
の
広
さ
は
何
通
び
も
あ
り
、
区

域
対
応
の
施
設
い
わ
ゆ
る
一
区
一
館
施
設
の

場
合
の
利
用
圏
は
平
均
で
人
口
約
二
十
万
人

の
行
政
区
の
広
さ
に
な
る
。
狭
い
ほ
う
で
は

町
内
会
・
自
治
会
の
広
さ
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
こ
の
場
合
に
は
「
地
域
」
は
市
内
で
二

千
六
百
以
上
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
地
域
と
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は

市
民
の
活
動
の
広
が
り
や
結
び
付
き
そ
の
も

の
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
地
域
施
設
も
そ
う

し
た
市
民
の
活
動
の
一
場
面
を
担
っ
て
い
る
。

地
域
施
設
が
そ
の
機
能
に
よ
っ
て
多
様
な
利

用
圏
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
、
市
民
の
活
動

そ
の
も
の
を
示
す
「
地
域
」
も
幾
重
に
も
重

な
っ
た
、
重
層
的
な
も
の
で
あ
り
、
一
定
の

広
さ
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。
さ
き
ほ
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
例
で
は
、
い
く
つ
か
の
’
「
地
域
」

Ｑ
ひ
と
っ
と
し
て
中
学
校
区
を
見
て
い
る
。

　
行
政
と
地
域
の
関
係
で
は
人
口
Ｉ
万
人
に
一
校
と
い

わ
れ
る
小
学
校
区
を
重
視
し
て
い
る
都
市
も
あ
る
。
一

人
の
市
民
と
し
て
の
感
覚
で
言
え
ば
、
小
学
校
区
よ
り

も
広
く
な
る
と
、
ど
う
も
顔
が
見
え
な
い
と
い
う
か
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
か
地
域
と
い
う
意
識
が
う
す
く
な
る

よ
う
で
あ
る
が
。

四

「
地
域
」
の
概
念
の
も
う
ひ
と
つ
の
意
味

　
さ
て
、
「
地
域
」
と
い
う
用
語
は
一
般
的
に
は
ど
う

使
わ
れ
て
い
る
か
。

　
地
域
開
発
、
地
域
経
済
、
地
域
特
性
な
ど
多
く
の
場

合
、
「
全
国
的
」
、
「
全
市
的
」
な
ど
の
反
対
概
念
の
説

明
に
使
わ
れ
る
。
地
域
社
会
、
地
域
課
題
や
地
域
ニ
ー

ズ
と
い
う
使
わ
れ
方
も
あ
り
、
「
一
般
的
］
「
共
通
」
な

ど
の
反
対
に
も
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
は
、
広
さ
と

か
一
定
の
エ
リ
ア
と
い
う
よ
り
も
例
え
ば
、
独
自
性
、

自
主
性
、
分
権
・
自
治
を
意
味
す
る
こ
と
が
多
い
。
代

表
的
な
地
域
施
設
で
あ
る
地
区
セ
ン
タ
ー
が
、
地
域
の

運
営
委
員
会
へ
の
委
託
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
の
も
、

地
域
住
民
の
利
用
す
る
施
設
を
、
地
域
住
民
が
自
主
的

に
管
理
す
る
と
い
う
考
え
方
が
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
っ
て

い
る
。
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今
後
、
ま
す
ま
す
「
地
域
」
の
用
語
が
使
わ
れ
る
こ

と
に
な
ろ
う
が
、
ど
ん
な
内
実
の
言
葉
と
し
て
使
わ
れ

る
の
か
。
古
く
は
、
「
文
化
」
が
何
に
で
も
意
味
不
明

に
使
わ
れ
た
り
、
近
く
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
が
次
第

に
多
く
の
意
味
に
使
わ
れ
、
こ
の
言
葉
の
も
っ
て
い
た

「
力
」
が
薄
ま
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
「
地
域
」

が
そ
う
な
ら
な
い
と
も
限
ら
な
い
。

　
地
域
ケ
ア
や
地
域
福
祉
の
考
え
方
も
こ
の
延
長
線
上

に
あ
る
。
自
主
性
や
分
権
・
自
治
は
、
言
い
換
え
れ
ば
、

地
域
住
民
の
力
を
生
か
す
こ
と
、
地
域
の
独
自
性
、
地

域
特
性
を
尊
重
す
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
自
主
的

な
活
動
を
期
待
し
、
ま
た
、
活
動
を
支
援
し
、
支
え
る

こ
と
が
今
回
の
2
1
プ
ラ
ン
の
「
地
域
重
視
」
の
考
え
方

の
ベ
ー
ス
に
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
う
は
い
う
も
の
の
、
実
際
は
言
葉
で
い

う
ほ
ど
生
易
し
く
は
な
い
。
地
区
セ
ン
タ
ー
の
例
で
は
、

地
域
特
性
を
活
か
し
た
施
設
づ
く
り
を
目
指
し
て
は
い

る
か
、
「
地
域
」
の
特
性
の
活
か
し
方
、
施
設
計
画
や

設
計
、
運
営
へ
の
実
際
的
な
反
映
は
、
今
、
取
り
組
み

始
め
た
ば
か
り
の
状
況
で
あ
る
。

　
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、
地
域
福
祉
な
ど
は
ソ
フ
ト
中

心
の
施
策
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
担
い
手
に
つ
い
て
も
、

地
域
住
民
と
は
具
体
的
に
誰
を
指
す
の
か
と
い
う
こ
と

か
ら
、
行
政
の
責
任
範
囲
は
ど
こ
ま
で
か
な
ど
多
く
の

課
題
を
解
決
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
、
「
地
域
の
意
見
、
意
向
」
と
い
う
と
き
の

「
地
域
」
と
は
だ
れ
な
の
か
、
ど
ん
な
人
た
ち
の
意
向

か
。
ど
う
い
う
エ
リ
ア
、
範
囲
の
住
民
の
意
見
か
。
古

く
て
新
し
い
「
行
政
と
地
域
住
民
」
の
問
題
で
も
あ
る
。

「
地
域
施
設
」
は
局
際
施
設

　
2
1
プ
ラ
ン
で
新
し
く
位
置
付
け
ら
れ
た
地
域
施
設
は
、

そ
の
い
ず
れ
も
が
、
い
わ
ゆ
る
局
際
的
事
業
に
な
っ
て

い
る
。
局
際
と
は
局
を
ま
た
が
る
、
数
局
が
連
携
し
て
、

ま
た
は
、
共
同
し
て
行
う
事
業
の
意
味
で
あ
る
。
最
初

に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
縦
割
り
の
施
策
は

「
区
域
」
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
き
め
細
か
い
「
地
域
」

の
単
位
で
は
、
統
合
化
、
総
合
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

区
域
や
地
域
の
段
階
で
は
、
各
施
策
は
縦
割
り
の
ま
ま

で
は
済
ま
な
い
。

　
地
域
の
施
設
は
逆
に
、
複
合
的
・
総
合
的
機
能
を
も

つ
も
の
と
し
て
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
た
考
え
方
で
、
き
め
細
か
な
地
域
の
施
設
と

し
て
計
画
を
検
討
し
て
い
っ
た
の
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
で
あ
り
、
こ
ど
も
ロ
グ
ハ
ウ
ス
で
あ
り
、
在

宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
担
当
局
は
教
育

委
員
会
で
あ
っ
た
り
、
市
民
局
、
緑
政
局
、
民
生
局
あ

る
い
は
衛
生
局
で
あ
っ
た
り
す
る
。
複
数
の
局
・
課
が

共
同
し
て
進
め
る
事
業
は
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
す
す
め

方
で
は
難
し
い
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
施
策
は
同
時
に
、
区
役
所
と
、

そ
し
て
ま
さ
し
く
地
域
住
民
と
共
同
で
す
す
め
な
け
れ

ば
で
き
な
い
事
業
で
あ
り
、
施
設
で
あ
る
。
区
役
所
が

果
た
す
役
割
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
。
逆
に
、
い
つ

ま
で
も
「
局
の
事
業
」
と
い
う
考
え
方
を
し
て
い
る
限

り
こ
う
し
た
地
域
施
設
、
施
策
の
内
容
が
そ
れ
こ
そ
地

域
ニ
ー
ズ
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
。

　
既
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
平
成
二
年
度

か
ら
始
ま
り
、
こ
ど
も
ロ
グ
ハ
ウ
ス
、
在
宅
支
援
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
も
早
々
に
運
営
段
階
に
入
る
。
計
画
論

や
考
え
方
で
は
済
ま
な
い
。
さ
ら
に
大
事
な
段
階
に
至
っ

て
い
る
。
局
も
区
役
所
も
個
々
の
具
体
的
な
問
題
ご
と

に
、
「
地
域
」
の
意
味
を
問
い
直
し
、
運
営
費
や
人
の

配
置
や
資
質
、
そ
し
て
も
の
の
決
め
方
な
ど
を
一
つ
ひ

と
つ
の
場
面
で
考
え
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
△
企
画
財
政
局
企
画
調
整
担
当
課
長
▽

６
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